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基幹水道構造物の耐震化事業
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基幹水道構造物の耐震化事業

底版：コンクリート増し厚
耐震補強工事

底版：せん断補強筋打設

外壁防水塗装工
内面防水工

搬出点検孔
□1300×1300
N=1箇所

屋根：防水塗装工

流出管補修

ピラスター補修
N=4箇所
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路盤工　M-30 t=100

表層　透水性アスファルト t=40
路盤工　M-30 t=100
表層　透水性アスファルト t=40
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工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺

志摩市上下水道部

S=1:60 図面番号

補  強  一  般  図

志摩市 阿児町 鵜方 地内

3

基幹水道構造物の耐震化事業

2,000 m 

S=1:60断 面 図

3

17.00 m 

9.00 m 

Ve =

He =

D  =

有 効 容 量

プレストレストコンクリート製円筒形タンク

内 　　　径

有 効 水 深

配  水  池  概  要

補  強  一  般  図

2

・内面防水工

・金ゴテ仕上げ

・鉄筋コンクリート補強 t=200～300mm f'ck=30N/mm

・打継目接着剤塗布

・アンカー筋の設置(せん断補強筋,樹脂系アンカー)

・表面処理工(超高圧洗浄工)

底版補強

排
水
管
 D
CI
Pφ

15
0

越
流
管
 D
CI
Pφ

15
0

平 面 図

配　水　池　仕　上　げ　表

金ゴテ仕上げ、打継目防水処理、内面防水工

※型枠面については、下地調整を行うものとする。

2コンクリート：30N/mm  　 鉄筋：SD345

※底版の補強前に底版の形状、杭の配置を確認し、施工を行うものとする。

※あと施工アンカー及び後施工プレート定着型せん断補強筋は既設のPC鋼棒、鉄筋の位置を確認の上、設置する。

底　　　版

表面処理(超高圧洗浄工) ※底版増厚部側面を含む

打継目接着剤塗布の上、鉄筋コンクリート補強 t=200～300mm
内     部

流入管 DCIPφ350

流出管 DCIPφ350

ポリエチレン粉体鋼管(外内面)

両F短管 (両7.5K)

1Fラッパ口(7.5K)

φ350 L=150

・防水塗装

・金ゴテ仕上げ

・鉄筋コンクリート補強 t=200～300mm f'ck=30N/mm

・打継目接着剤塗布

・アンカー筋の設置(せん断補強筋,樹脂系アンカー)

・表面処理工(超高圧洗浄工)

底版補強

2
内面防水工

水性ポリエチレン樹脂塗装

(JWWA-K160適合品)[相当]

  N=4ヶ所

N=1ヶ所
搬出点検孔 □1300×1300

S=1:60
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管体詳細図

※ ポリエチレン粉体鋼管（水色）仕様

  １.塗装に使用するポリエチレンの色はJWWA K132に定める水色とする｡

  ２.塗膜厚は融着による補修が可能な厚さ１.0㎜以上とする｡

  ３.ボルト穴部は､全て切れ目ない塗装仕様で内外面コーティングとする｡

  ４.エッジ部分は､塗膜の切れを防止するためＲ加工にする｡

φ350 L=1000
ポリエチレン粉体鋼管(外内面)

*ラッパ口の高さは、LWLにあわせること。
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志摩市 阿児町 鵜方 地内

底版補強詳細図（１）

図面番号S=1:40

志摩市上下水道部

縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名
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@150×412.3(φ13650中心)
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せん断補強鉄筋 D16

@150×300(千鳥)

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D13
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@260.5(側壁中心)208等分
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1
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D19@300×300(格子筋)
D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19

A4

A5

@150×412.3(φ13650中心)

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D16

@150×300(千鳥)

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D13

D19@260.5(下筋)

既設放射筋 D22@260.5(上筋)

D19@300(下筋)

φ1500

集水ピットφ1500×H1500
既設格子筋
D19@300×300

Key Plan

平 面 図

S=1:40底版補強詳細図（１）

断 面 図



底版補強詳細図（２） S=1:40
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断 面 図
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図面の種類

縮   尺

志摩市上下水道部

S=1:40 図面番号

底版補強詳細図（２）

志摩市 阿児町 鵜方 地内
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後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D16

@150×412.3(φ13650中心)

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D16

@150×300(千鳥)

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D13

D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19

1
1
8

1
8
2

D19@300×300(格子筋)
D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19

A5

A4

越流管 φ150

流入管 φ350

@150×300(千鳥)

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D13

既設格子筋
D19@300×300

後施工プレート定着型
せん断補強鉄筋 D16

D19@260.5(下筋)

既設放射筋 D22@260.5(上筋)

D19@300(下筋)

既設リング筋 D22@300(上筋)

集水ピットφ1500×H1500

Key Plan



底版補強詳細図（３） S=1:40

平 面 図

断 面 図

Key Plan
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志摩市 阿児町 鵜方 地内

底版補強詳細図（３）

図面番号S=1:40

志摩市上下水道部

縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名

B3
A2

B2 A3

(組立筋)

D13 あと施工アンカー 1本/㎡

(組立筋)

D13 あと施工アンカー 1本/㎡D19(リング筋)N=10

φ1500

集水ピットφ1500×H1500
D19@300×300(格子筋)

B1 A1D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19
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(組立筋)

D13 あと施工アンカー 1本/㎡

(組立筋)

D13 あと施工アンカー 1本/㎡

(組立筋)

D13 あと施工アンカー 1本/㎡

D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19

1
1
8

1
8
2

D19@300×300(格子筋)
D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19
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志摩市 阿児町 鵜方 地内

底版補強詳細図（４）

図面番号S=1:40

志摩市上下水道部

縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名
B3

A2

B2

B1 A1

A3

越流管 φ150

流入管 φ350

集水ピットφ1500×H1500

D13 あと施工アンカー 1本/㎡

(組立筋)

D13 あと施工アンカー 1本/㎡

φ1500

D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19

D19@300×300(格子筋)

Key Plan
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D19@300×300(格子筋)
D19(リング筋)N=10

D19(放射筋)N=208

@260.5(側壁中心)208等分

あと施工アンカー　D19

平 面 図

断 面 図

S=1:40底版補強詳細図（４）
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志摩市 阿児町 鵜方 地内

底版補強詳細図（５）

図面番号-

志摩市上下水道部

縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名

A4-5

削孔径 φ30
削孔長L=387

104-D16×601A4-1A1

削孔径 φ30
削孔長L=466

71-D16×711

削孔径 φ24
削孔長L=200

208-D19×1200H1 4-D19×2100B1 208-D19×2860

流入管φ350

N=10

B2 84-D19×6000

平
均
R=
68
58

55
08
～
82
08

H2 4-D19×1900

越流管φ150

A4-6

削孔径 φ30

削孔長L=384

104-D16×560A4-2

削孔径 φ30

削孔長L=436

84-D16×681

削孔径 φ16

削孔長L=100

A2 152-D13×410

削孔径 φ16

削孔長L=100

A3 104-D13×450

H3-1 12-D19×3220

H3-2  1-D19×6080

A4-3

削孔径 φ30

削孔長L=406

93-D16×651 A4-7

削孔径 φ30

削孔長L=382

104-D16×531

A4-4

削孔径 φ30
削孔長L=389

99-D16×620 A5

削孔径 φ30
削孔長L=291～380(平均336)

2331-D13×516

B3 162-D19×6000

後施工プレート定着型せん断補強鉄筋詳細図

鉄筋加工図

底版補強詳細図　(５) NoScale

越流管φ150

流入管φ350

越流管φ150

流入管φ350

2.250D19

2.250D19

削孔長は平均9

9

9

9

9

9

9

φ30

φ30

φ30

φ30

φ30

φ30

φ30

D16

D16

D16

D16

D16

D16

0.516 2331D13A5 0.336

0.531 104A4-7 0.382

0.560 104A4-6 0.384

0.601 104A4-5 0.387

0.620

0.651

0.681

99A4-4 0.389

2.250D19 ピット-32.912-2.745-1.220B3控除

1134.08413.5006.0002.250D19B2

93

84

71

備考

D16

A4-3

A4-2

A4-1 9

[mm]

プレート厚

φ30

削孔径

0.406

0.436

0.466

[m]

削孔長

0.711

アンカー筋(せん断補強)

[本]

本　数

[m]

鉄筋長鉄筋径記　号

2.250

2.250

D19

D19

-1.4

-1.9

1

2

-1.418

-0.945

-0.630

-0.420

控除 A1

2.250

2.250

2.250

2.250

2.250

2.250

2.250

D19

D19

D19

D19

D19

D19

削孔径φ16削孔長L=10046.61040.4480.4500.995D13A3

控除

削孔径φ16削孔長L=10062.01520.4080.4100.995D13A2

D13 kg108.6

削孔径φ24

合計 SD345 D19 kg558.3

アンカー筋

削孔長L=200

備考

561.6

[Kg]

総重量

208

[本]

本　数

2.700

[Kg/本]

重　量

1.200

[m]

鉄筋長

2.250

[Kg/m]

単位重量

D19

鉄筋径

A1

A1

記　号

合計 SD345 D19 kg4758.1

越流管φ150

流入管φ350

備考

-0.5

-1.8

-0.7

-2.1

13.7

86.9

17.1

18.9

2187.0

1338.5

[Kg]

総重量

1

2

1

2

1

12

4

4

162

208

[本]

本　数

-0.518

-0.878

-0.675

-1.035

13.680

7.245

4.275

4.725

13.500

6.435

[Kg/本]

重　量

-0.230

-0.390

-0.300

-0.460

6.080

3.220

1.900

2.100

6.000

2.860

[m]

鉄筋長

2.250

[Kg/m]

単位重量

D19

D19

鉄筋径

B2

B2

B1

B1

H3-2

H3-1

H2

H1

B3

B1

記　号

控除

控除

控除

控除



C 部 詳 細 図 S=1:10

120 30

150

150

T
T

6
0

2
4
0

4
@
2
5
0
=
1
0
0
0

2
4
0

6
0

1
5
0

1
3
0
0

1
5
0

1
6
0
0

60 240 4@250=1000 240 60

150 1300 150

1600

B - B 断 面 図

1620

10 150 1300 150 10

1
6
2
0

1
0

1
5
0

1
3
0
0

1
5
0

1
0

4
1
0

2
0
0

4
0
0

2
0
0

4
10

100

1620

10 150 1300 150 10

50 1600 50

150 1300 150

3
0 4
0

10

5
0

8
0

鉄 筋 質 量 表

（1ヶ所当り）
7
8
8

1
8
1

1078

1
50
6
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989～525
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650

2
0

2
0

2
0

記　号

T1

T4

鉄筋径

D13

単位重量

[Kg/m]

0.995

鉄筋長

[m]

0.810

重　量

[Kg/本]

0.806

本　数

[本]

7

総重量

[Kg]

5.6

備考

M12ネジ切り加工

SD345合計 32.6 kgD13

T2 D13 0.995 0.210 0.209 7 1.5

T3 D13 0.995 0.490 0.488 10 4.9

T5

3.670

3.020

3.652

3.005

4

2

14.6

6.0

D13

D13

0.995

0.995

打込ｱﾝｶｰ M12

M12ネジ切り加工

M12ネジ切り加工(平均長)

(平均長)
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志摩市 阿児町 鵜方 地内

搬 出 点 検 孔 設 置 図

図面番号図示

志摩市上下水道部

縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名

既設コンクリート

新設コンクリート

打込アンカー M12

打継部クロス補強

鉄筋（D13)

10×10
シーリング工

T 4
4-D13

5 2-D13

T 3 10-D13 T 2
7-D13

T 1 7-D13

T 3 10-D13×490（平均長）

6
7
9～

2
6
9
(
平

均
4
6
9
)

T 2 7-D13×210T 1 7-D13×810

T 5 2-D13×3020（平均長）T 4 4-D13×3670

打込アンカー M10

PL-50×100×6.0t
蓋受け（4ヶ所）

丸鋼φ13（4ヶ所）

PL-3.0t

断 面 図

φ15孔（2ヶ所） シリンダー錠（2ヶ所）

丸鋼φ13（4ヶ所）

PL-50×100×6.0t
蓋受け（4ヶ所）

PL-3.0t

（SUS329製）

平 面 図

S=1:30搬出点検孔蓋詳細図

（N=1ヶ所）

搬 出 点 検 孔 設 置 図

A - A 断 面 図

S=1:30搬出点検孔配筋図S=1:30搬出点検孔構造図

10×10

シーリング工

3 10-D131 7-D13

T 4 4-D13

T 3 10-D13
T 2 7-D13

B B

A

打継部クロス補強C

10×10

シーリング工
A
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補　　　修　　　図

頂版外面

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺

志摩市上下水道部

S=1:60 図面番号

補　修　図

志摩市 阿児町 鵜方 地内
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基幹水道構造物の耐震化事業

既設表面処理(超高圧洗浄)

下　地　処　理

既設表面処理(高圧洗浄)

内面防水工

屋上防水
[超速硬化ウレタン防水塗装]

　　必要に応じ断面修復を行うこと。

(注)既設表面仕上げ撤去後、劣化状況を確認のうえ、

※Co増し打ち補強部(底版)の下地処理は行わない。

【 頂版外面 】

断面修復・手摺基礎補修

( 耐 震 補 強 )

【 内面(全面) 】

( 下 地 処 理 )

断　面　修　復

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装 相当]

内面防水工

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装 相当]

内面防水工

[水性ｴﾎﾟｷｼﾀｲﾙ(JIS A6909 複層塗材RE)]

側壁外面

  N=4ヶ所
ピラスター[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装 相当]

内面防水工

外
面
塗

装
水

系
エ
ポ

キ
シ

タ
イ
ル

(
J
IS
 
A
 
6
9
0
9
 
複
層

塗
材

R
E
)

屋
根
防

水
超

高
速
硬

化
ウ

レ
タ
ン

防
水

[撤去・再構築]

手摺基礎補修工

[水性ｴﾎﾟｷｼﾀｲﾙ(JIS A6909 複層塗材RE)]

側壁外面

[モルタル充填・Uカットシール補修]

ピラスター補修

[水性ｴﾎﾟｷｼﾀｲﾙ(JIS A6909 複層塗材RE)]

側壁外面

[水性ｴﾎﾟｷｼﾀｲﾙ(JIS A6909 複層塗材RE)]

側壁外面

N=1ヶ所

搬出点検孔 □1300×1300

[モルタル充填・Uカットシール補修]

ピラスター補修

[水性ｴﾎﾟｷｼﾀｲﾙ(JIS A6909 複層塗材RE)]

側壁外面

MCﾊﾟｲﾙ φ450 D種

[水性ｴﾎﾟｷｼﾀｲﾙ(JIS A6909 複層塗材RE)]

側壁外面

H.W.L+58.700

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装 相当]

内面防水工

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]

頂版外面

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]

頂版外面

(
施
工

対
象

外
)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)
(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

(注)

水位計は、施工期間中は撤去し、施工完了後、復旧すること。

工事期間中の水位計の管理については、受注者が責任を持って行うこと。

水位計の復旧については、水位計孔φ200、防波管、プルボックスを設置すること。
水位計の復旧に当たっては、頂版より10cm以上高くなるように架台（Co増打）を設置すること。

既設水位計は静電容量式である。

既設水位計部には、新たに防波管(VPφ200)を設置すること。
水位計の保護として、プルボックス500×500×300H(SUS:完全防水）を設置すること。

1000

張コンクリート t=100

金網鉄筋入

配水池周整備図

*張コンクリートには10m毎に伸縮目地をもうけること。


